
　

１
市
３
町
の
垣
根
が
な
く
な
り
、

合
併
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
８
年
。
地

域
や
人
が
交
わ
る
よ
う
に
な
り
、
一

つ
の
ま
ち
へ
と
変
容
し
た
。

　

ま
ち
が
大
き
く
な
っ
た
今
、
皆
さ

ん
は
七
尾
市
の
歴
史
を
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。

　

七
尾
市
が
目
指
す
将
来
像
と
し
て

「
人
が
輝
く　

交
流
体
感
都
市
」
を

掲
げ
て
か
ら
、
さ
ら
に
県
内
外
や
国

外
か
ら
多
く
の
人
が
七
尾
城
跡
な
ど

の
史
跡
や
、
長
谷
川
等
伯
の
作
品
に

触
れ
る
た
め
、
七
尾
市
を
訪
れ
て
い

る
。
私
た
ち
は
訪
れ
た
人
に
ふ
る
さ

と
の
歴
史
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
る

だ
ろ
う
か
。

　

多
く
の
人
が
訪
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
七
尾
市
の
歴
史
は
誇
れ
る
も
の

が
あ
り
、
現
存
す
る
史
跡
や
資
料
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
宝
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
私
た
ち
は
ふ
る
さ
と
に
愛
着

を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
を
語
る
上
で
、

歴
史
を
紐
解
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
月
号
の
特
集
の
意
図
は
、
七
尾

市
の
歴
史
に
触
れ
、
探
究
心
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
い

う
願
い
か
ら
。

　

さ
あ
、
過
去
の
時
間
を
旅
し
て
み

よ
う
。
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縄
文
時
代
か
ら
豊
か
な
幸
の
七
尾
湾

（
三
引
遺
跡
）

　

七
尾
で
は
、
今
か
ら
６
千
年
前
の
縄
文
時

代
の
は
じ
め
ご
ろ
に
、
七
尾
湾
岸
で
村
を
形

成
し
て
暮
ら
し
は
じ
め
た
。
三
引
遺
跡
（
田

鶴
浜
）
や
赤
浦
遺
跡
で
は
、
貝
塚
が
発
掘
さ

れ
、
七
尾
湾
か
ら
の
豊
か
な
幸
に
恵
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
カ
キ
・
ハ
マ
グ

リ
・
イ
ル
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
骨
や
丸

木
舟
の
櫂か

い

、
漆
塗
の
く
し
な
ど
が
出
土
。
当

時
は
、
温
暖
な
気
候
で
海
が
三
引
ま
で
来
て

い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

弥
生
時
代
に

は
、
米
作
り
が

普
及
し
、
七
尾

で
も
多
く
の
富

を
蓄
積
し
た
有

力
者
が
登
場
す

る
。
細ほ

そ

口ぐ
ち

源げ
ん

田だ

山や
ま

遺
跡
の
方ほ

う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

は
、
弥
生
時
代
の
有
力
者
の
墓
で
あ

る
。

国
内
最
大
級
の
大
型
建
物
群
が

　
　
　

建
て
ら
れ
る
（
万
行
遺
跡
）

　

古
墳
時
代
初
頭
、
七
尾
南
湾
を
望
む
万
行

町
の
丘
陵
地
に
突
如
、
国
内
最
大
級
の
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建た
て

物も
の

群ぐ
ん

が
出
現
し
た
。柱は

し
ら

穴あ
な

は
、人
が
す
っ

ぽ
り
入
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
一
番
大
き
な

建
物
は
縦
17
・
１
ｍ
×
横
18
・
３
ｍ
、
床
面

積
３
１
３
㎡
、
畳
で
１
９
０
畳
分
も
の
広
さ

に
な
る
。
当
時
、
真
北
に
柱
筋
を
そ
ろ
え
る

高
度
な
測
量
技
術
と
建
築
技
術
を
駆
使
し
、

こ
の
巨
大
な
建
物
群
を
造
営
し
た
集
団
が
七

尾
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い

る
。
た
だ
し
、
建
物
の
性
格
（
倉
庫
や
祭
殿

な
ど
）
や
誰
が
造
っ
た
の
か
な
ど
、
い
ま
だ

謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
日

本
の
古
代
国
家
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
上
で

極
め
て
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

権
威
を
現
し
た
古
墳
が
造
ら
れ
る

　

墓
に
権
威
を
見
い
だ
し
た
古
墳
時
代
。
七

尾
に
も
能
登
の
有
力
者
が
葬
ら
れ
た
古
墳
が

あ
る
。
古
い
順
か
ら
国こ

く

分ぶ

尼あ
ま

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

、
矢や

田た

高た
か

木ぎ

森も
り

古こ

墳ふ
ん

、
院い

ん

内な
い

勅ち
ょ

使く
し

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

、
須す

曽そ

蝦え

夷ぞ

穴あ
な

古こ

墳ふ
ん

な
ど
。

　

古
墳
と
は
、
単
な
る
お
墓
で
は
な
く
、
副

葬
品
な
ど
か
ら
当
時
の
生
活
・
社
会
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の

よ
う
な
も
の
。

大
伴
家
持
、
七
尾
湾
で

　
　
　
　
　
　

歌
を
詠
む（
万
葉
集
）

　

万
葉
歌
人
と
し
て
有
名
な
大お

お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持

は
、
奈
良
時
代
に
能
登
を
巡
っ
て
い
る
。

大お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
は
、
越
中
国
で
あ
っ
た
能
登
を
国こ

く

司し

と
し
て
巡
検
す
る
た
め
能
登
に
訪
れ
た
。

七
尾
で
は
、
香か

島し
ま

津づ

（
七
尾
南
湾
）
か
ら
船

に
乗
り
、
熊く

ま

来き

（
中
島
町
）
に
上
陸
し
て
い

る
。
風
光
明
媚
な
七
尾
湾
の
船
中
で
歌
を
詠

み
、国く

に

歌う
た

も
『
万
葉
集
』
に
記
録
し
て
い
る
。

　

香か

島し
ま

よ
り
熊く

ま

来き

を
指
し
て
漕
ぐ
船
の

　
　
　
　

楫か
じ

取
る
間
も
な
く
都
し
思
ほ
ゆ

縄
文
時
代
〜
奈
良
時
代

　
〜
人
類
文
化
の
あ
け
ぼ
の　

豊
か
な
幸
の
七
尾
湾

古
墳
に
眠
る
王
者
・
能
登
国
誕
生
へ
〜
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時代

西　
　

暦

出　
　

来　
　

事

原　　始

４
５
億
年
前

地
球
が
誕
生

７
０
０
万
年
前

人
類
が
誕
生
（
猿
人
）

旧
石
器

５
０
万
年
前

邑
知
地
溝
帯
が
形
成
さ
れ
る

縄文時代

６
０
０
０
年
前

佐
波
に
市
内
最
古
の
縄
文
集
落

が
で
き
る
（
佐
波
遺
跡
）

６
０
０
０
年
前

三
引
に
貝
塚
が
形
成
さ
れ
る（
三

引
遺
跡
）

日
本
列
島
に
稲
作
が
伝
来

古　　　代

弥生

５
７

倭
奴
国
王
、
後
漢
の
光
武
帝
よ

り
印
綬
を
受
け
る

（
１
７
８
前
後
？
）

小
国
同
士
の
争
い
が
起
こ
る（
倭

国
争
乱
）

方
形
周
溝
墓
が
造
ら
れ
る
（
細

口
源
田
山
遺
跡
）

２
３
９

邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
、
魏

よ
り
銅
鏡
と
親
魏
倭
王
の
称
号

を
も
ら
う

古墳

（
３
０
０
年
前
後
）

国
内
最
大
級
の
大
型
建
物
群
が

建
て
ら
れ
る
（
万
行
遺
跡
）

国
分
尼
塚
古
墳
群
（
前
方
後
方

墳
）
が
造
ら
れ
る

（
５
０
０
年
頃
）

矢
田
高
木
森
古
墳
（
前
方
後
円

墳
）
が
造
ら
れ
る

５
３
８

百
済
か
ら
仏
教
が
伝
わ
る

飛鳥

５
９
３

聖
徳
太
子
、
推
古
天
皇
の
摂
政

と
な
る

白鳳

６
４
５

中
大
兄
皇
子
ら
が
蘇
我
氏
を
滅

ぼ
す
（
大
化
の
改
新
）

須
曽
蝦
夷
穴
古
墳
が
造
ら
れ
る

奈良

７
１
０

平
城
京
（
奈
良
）
に
遷
都

７
１
８

越
前
国
内
の
羽
咋
・
能
登
・
鳳
至
・

珠
洲
四
郡
が
分
立
し
、
能
登
国

と
な
る

７
４
１

国
分
寺
建
立
の
詔
が
出
さ
れ
る

７
４
８

大
伴
家
持
、
能
登
を
巡
行
し
て

歌
を
詠
む
（
万
葉
集
）

７
５
７

越
中
国
か
ら
四
郡
が
分
か
れ
、

再
び
能
登
国
が
で
き
る

三引遺跡の貝塚発掘

大型建物の柱穴

国分尼塚古墳出土の矢じり（銅鏃）

史跡 万行遺跡全景

史跡 須曽蝦夷穴古墳全景

縄文時代弥生古墳飛鳥白鳳奈良
旧
石
器

古　　　代 原　　始


